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令令和和元元年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第22号号））ななどど
2299議議案案をを可可決決

−平成30年度決算審査のための特別委員会を設置−平成30年度決算審査のための特別委員会を設置−−

みんなで学ぶ災害対策（令和元年度　小平市総合防災訓練）

議会を傍
聴

しません
か？ 市市市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののの日日日日日日日日日日日日日日日日市議会の日程程程程程程程程程程程程程程程程程（（（（（（（（（（（（（（（（予予予予予予予予予予予予予予予予定定定定定定定定定定定定定定定定））））））））））））））））（予定）

今後の
傍聴される方は、
議会事務局へ
お越しください。

市役所7階

原則として午前9時

場　　所

開会時刻

日程、開会時刻等は変更や追加になる場合もありますので、事前に議会事務局までお問い合わせください。

11月　4日（月）市民と議会の意見交換会（※1）
11月　5日（火）市民と議会の意見交換会（※1）
11月11日（月）公共施設マネジメント調査特別委員会

（※2）
 市民と議会の意見交換会（※1）
11月12日（火）総務委員会（※2）
 請願・陳情締め切り（午前中）（※3）
11月13日（水）生活文教委員会
11月14日（木）厚生委員会
11月15日（金）環境建設委員会（※2）
11月21日（木）議会運営委員会（※4）
11月26日（火）12月定例会本会議（初日）
11月27日（水）12月定例会本会議（一般質問）

11月28日（木）12月定例会本会議（一般質問）
11月29日（金）12月定例会本会議（一般質問）
12月　3日（火）総務委員会
12月　4日（水）生活文教委員会
12月　5日（木）厚生委員会
 請願・陳情締め切り（午前中）（※5）
12月　6日（金）環境建設委員会
12月10日（火）広聴広報特別委員会
12月11日（水）小平市第四次長期総合計画基本構想特別

委員会
12月16日（月）議会運営委員会（※4）
12月19日（木）12月定例会本会議（最終日）
 広聴広報特別委員会（※4）

1月14日（火）広聴広報特別委員会
1月15日（水）都市基盤整備調査特別委員会
1月16日（木）公共施設マネジメント調査特別委員会
1月22日（水）都市基盤整備調査特別委員会（※2）
1月24日（金）小平市第四次長期総合計画基本構想特別

委員会

（※１）詳細は、８面をごらんください。
（※２）当日は現地視察を予定しており、委員会室での議案や請

願などの審査または調査はありません。
（※３）１２月定例会初日上程の受け付け期限です。
（※４）開始時間については、議会事務局にお問い合わせくださ

い。
（※５）１２月定例会最終日上程の受け付け期限です。

　令和元年９月定例会は、９月３日か
ら30日まで28日間の会期で開催され
ました。
　この定例会では、令和元年度一般会
計補正予算（第２号）など26件の市長
提出議案を可決・同意しました。議員
提出議案は、選択的夫婦別姓制度につ
いて十分な国会審議を求める意見書な
ど３件を可決し、請願は１件を採択
し、１件を閉会中の継続審査としまし
た。
　なお、定例会最終日に提出された平
成30年度各会計歳入歳出決算の認定
議案については特別委員会を設置し、
閉会中の継続審査としました。
　また、９月４日から３日間にわた
り、25人の議員から52件の一般質問
がありました。

９月定例会



令和元年（２０１９年）１１月３日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ２
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平
成　

年
度
の
決
算
議
案
が
９
月

３０

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
は　
１０

月　

日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
、
い

１５
ず
れ
の
議
案
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
今
後
、　

月
定
例
会

１２

初
日
に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
そ
の

後
採
決
す
る
予
定
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
総
額
６
百　

億
１
千　

万
９

６３

４８

千
円
、
歳
出
総
額
６
百　

億
１
千
５

４３

百　

万
２
千
円
、
実
質
収
支　

億
８

１８

１９

千
７
百　
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

２７

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
や
固
定

資
産
税
が
増
と
な
り
、
２
年
連
続
し

て
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
空
き
家
等
対
策
計
画

の
策
定
、
老
朽
化
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
更
新
、
認
可
保
育
園
の

施
設
整
備
費
の
補
助
、
立
川
市
と
の

図
書
館
の
相
互
利
用
の
開
始
、
都
市

計
画
道
路
の
整
備
、
市
民
窓
口
サ
ー

ビ
ス
改
善
の
取
り
組
み
な
ど
、
小
平

市
第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
た

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

各
種
財
政
指
標
の
一
部
に
改
善
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
民
生
費
を
中

心
と
し
た
歳
出
の
増
加
が
続
い
て
お

り
、
今
後
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
６
千
４
百　

万

７３

８２

８
千
円
、
歳
出
総
額
百　

億
５
百　

７２

２３

万
４
千
円
、
実
質
収
支
は
１
億
５
千

９
百　

万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

５９

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が

前
年
度
に
比
べ
２
・
５
％
の
増
と
な

り
、
一
般
会
計
繰
入
金
は　

億
８
千

２１

万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年

度
に
比
べ
１
・
８
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　

億
３
千
２
百　

万
３

４２

９２

千
円
、
歳
出
総
額　

億
５
百　

万
３

４２

９６

千
円
、
実
質
収
支
は
２
千
６
百　

万
９６

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
保
険
料
が
３
・
７
％

の
増
、
歳
出
で
は
、
広
域
連
合
納
付

金
が
３
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

小
平
市
の
対
象
者
は
２
万
２
千
６
百

　

人
で
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

２６【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
７
百　

万
８
千

２９

７３

円
、
歳
出
総
額
百　

億
６
千
５
百　

２６

５０

万
３
千
円
、
実
質
収
支
は
２
億
４
千

２
百　

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

２３

　

歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料
等
の
増

に
よ
り
１
・
８
％
の
増
、
歳
出
で
は
、

保
険
給
付
費
の
増
等
に
よ
り
１
・
０

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
数
は
１
・
４
％

の
増
、
要
介
護
、
要
支
援
の
認
定
者

数
は
４
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　

億
３
千　

万
円
、
歳

３８

４７

出
総
額　

億
９
千　

万
１
千
円
、
実

３３

１９

質
収
支
は
４
億
４
千　

万
８
千
円
と

２７

な
り
ま
し
た
。
本
事
業
は
平
成　

年
３１

４
月
１
日
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移

行
し
、
３
月　

日
で
出
納
を
打
ち
切

３１

り
ま
し
た
。
歳
入
は　

・
３
％
減
、

１１

歳
出
は　
・
０
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

１８

 　
　

◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長

■
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
小
野　

高
一　

○
中
江　

美
和

　
　

伊
藤　
　

央　
　

川
里　

富
美

　
　

き
せ
恵
美
子　
　

鈴
木
だ
い
ち

　
　

竹
井
よ
う
こ　
　

津
本　

裕
子

　
　

橋
本　

孝
二　
　

福
室　

英
俊

　
　

松
岡
あ
つ
し　
　

水
口
か
ず
え

　
　

山
﨑
と
も
子　
　

幸
田　

昌
之

■
特
別
会
計
決
算
特
別
委
員
会

　

◎
山
岸
真
知
子　

○
小
林　

洋
子

　
　

虻
川　
　

浩　
　

さ
と
う
悦
子

　
　

佐
藤　
　

徹　
　

鈴
木　

洋
一

　
　

橋
本　

久
雄　
　

比
留
間
洋
一

　
　

細
谷　
　

正　
　

安
竹　

洋
平

　
　

山
浦
ま
ゆ
み　
　

山
田　

大
輔

　
　
吉
本
ゆ
う
す
け

平成３０年度決算

特別委員会を
設置

（市長提案の説明要旨）

議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛議 案 等 に 対 す る 各 議 員 の 賛 否否

 　

本
補
正
予
算
は
、
平
成　

年
度
の

３０

決
算
を
も
と
に
、
繰
越
金
の
整
理
等

を
行
い
、
こ
れ
に
伴
い
確
保
さ
れ
る

財
源
を
活
用
し
、
市
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
な

ど
に
取
り
組
む
ほ
か
、
基
金
積
立
金

を
増
額
し
、
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
令
和
２

年
度
に
新
規
開
設
す
る
私
立
保
育
園

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

１
園
の
建
築
補
助
を
行
う
ほ
か
、
従

来
型
の
幼
稚
園
や
認
可
外
保
育
施
設

等
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
施
設
等
利
用
費
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
・
中
学
校
、
用
水
路
及

び
道
路
な
ど
の
維
持
管
理
費
を
増
額

す
る
ほ
か
、
駅
前
公
衆
喫
煙
所
４
か

所
の
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
成　

年
度
の
都
市

３０

計
画
税
の
余
剰
分
を
都
市
計
画
事
業

基
金
に
積
み
立
て
る
と
と
も
に
、
繰

越
金
の
増
に
伴
い
、
財
政
調
整
基
金

の
積
立
額
を
増
額
し
ま
す
が
、
歳
入

に
お
い
て
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
増
額
し
ま
す
。

　

補
正
予
算
の
規
模
と
し
て
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　

億
６
千
百　

万

１９

１１

９
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
６
百　
８５

億
１
千　

万
円
と
し
ま
す
。

１１

　

財
源
構
成
と
し
て
は
、
事
業
の
実

施
に
伴
い
、
国
、
都
支
出
金
及
び
地

方
債
を
補
正
す
る
と
と
も
に
、
繰
越

金
、
普
通
交
付
税
及
び
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
金
を
増
額
し
ま
す
。

 　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
教

育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

古
川　

正
之
氏

 　

任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
と
お
り
任

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

丸
山　

憲
子
氏

 　

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

次
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

　

福
井　

知
子
氏

 　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
人
権

擁
護
委
員
の
候
補
者
を
次
の
と
お
り

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　

石
川　

貞
子
氏

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主
ななななななななななななななななななななな
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

主
な
議
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

可
決
ま
た
は
同
意
し
た

反　
　
　

対

賛　
　
　

成

市民生ネ共産一人フォ公明政和

議決結果件名番号区
分

水
口
か
ず
え

山
浦
ま
ゆ
み

山
崎
と
も
子

さ
と
う
悦
子

鈴
木
だ
い
ち

き
せ
恵
美
子

細
谷　
　

正

安
竹　

洋
平

橋
本　

久
雄

中
江　

美
和

伊
藤　
　

央

吉
本
ゆ
う
す
け

川
里　

富
美

竹
井
よ
う
こ

小
林　

洋
子

幸
田　

昌
之

橋
本　

孝
二

佐
藤　
　

徹

山
岸
真
知
子

虻
川　
　

浩

津
本　

裕
子

山
田　

大
輔

福
室　

英
俊

比
留
間
洋
一

鈴
木　

洋
一

磯
山　
　

亮

松
岡
あ
つ
し

小
野　

高
一

０２５○○○○○○○○○○○○○○○○○－○○○○退○○
※
 
議
長

○○原案可決選択的夫婦別姓制度について十分な国会審
議を求める意見書提出について第８号

議
員
提
出

議　
　

案

３２３○○○○×××○○○○○○○○○○－○○○○○○○○○原案可決
小平市特定教育・保育施設及び特定地域型
保育事業の運営の基準に関する条例の一部
を改正する条例

第４１号
市
長
提
出

議　
　

案

　　　　　　○：賛成　　×：反対　　退：退場　　－：欠席 ※議長は表決に加わりません。
全会一致で議決した議案等　※１　※２

議決結果件名番号議決結果件名番号区分

原案可決東京都心身障害者福祉手当に関する条例において精神障
害者を適用対象とすることを求める意見書提出について第１１号原案可決小平市第四次長期総合計画基本構想特別委員会の設置

について第５号議員提出議案

原案可決小平市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例第３７号同　　意小平市教育委員会教育長の任命につき同意を求めるこ

とについて第２６号

市長提出議案

原案可決小平市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例第３８号同　　意小平市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて第２７号

原案可決小平市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例第３９号同　　意小平市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意

を求めることについて第２８号

原案可決小平市立保育園等の利用者負担額に関する条例等の一
部を改正する条例第４０号同　　意人権擁護委員候補者の推薦について第２９号

原案可決小平市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関す
る条例の一部を改正する条例第４２号原案可決令和元年度小平市一般会計補正予算（第２号）第３０号

原案可決小平市廃棄物の減量及び処理に関する条例の一部を改
正する条例第４３号原案可決令和元年度小平市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）第３１号

原案可決小平市消防団に関する条例の一部を改正する条例第４４号原案可決令和元年度小平市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）第３２号

原案可決小平市立小平第十二小学校増築工事（建築工事）請負
契約の締結について第４５号原案可決令和元年度小平市介護保険事業特別会計補正予算（第

１号）第３３号

原案可決市道路線の認定について第４６〜５０号原案可決令和元年度小平市下水道事業会計補正予算（第１号）第３４号

原案可決市道路線の廃止について第５１号原案可決地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例第３５号

原案可決小平市印鑑条例の一部を改正する条例第３６号

採　　択
東京都に対し東京都心身障害者福祉手当に関する条例
において精神障害者を適用対象とすることを求める意
見書の提出について

第１号請　　　　願

※１　議長は表決に加わりません。
※２　佐藤 徹議員は欠席のため表決に加わっていません。

9月定例会
会派名略称
（　）内は各会派の議員数

政和：政和会（７）　 　　公明：市議会公明党（６）　 　　フォ：フォーラム小平（４）　 　　一人：一人会派の会（４）　 　　共産：日本共産党小平市議団（３）
生ネ：生活者ネットワーク（３）　 　　　市民：まちづくり市民こだいら（１…無会派）



令和元年（２０１９年）１１月３日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

単位：円

合計

会　　派　　名　　・　　人　　数（平成３１年３月３１日現在）

説明経費項目 ムサシ緑の党
こだいら

生活者
ネットワーク

日本共産党
小平市議団政和会フォーラム

小平
市議会
公明党

１人１人４人４人５人６人６人
９,７２０,０００３６０,０００３６０,０００１,４４０,０００１,４４０,０００１,８００,０００２,１６０,０００２,１６０,０００交付決定額（Ａ）

１,９６１,６３９００３４９,２３０２０,０４８４３６,３４２６６５,２８７４９０,７３２会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査
研究及び調査委託に関する経費調査研究費

支　

出

１,６３７,８１９０１４,２９２１６２,９４８３０４,１０６０６３,３１０１,０９３,１６３会派が研修会を開催するために必要な経費及び団
体等が開催する研修会の参加に要する経費　研修費

９７６,３５１０２９４,５１４３６４,６３５０９６,７４４０２２０,４５８会派が行う活動及び市政について市民に報告する
ために要する経費広報費

１,３４０,８２２０００８６,３４００１,２５４,４８２０
会派が行う市民からの市政及び会派の活動に対す
る要望、意見の聴取、市民相談等の活動に要する経
費　

広聴費

００００００００会派が要請及び陳情活動を行うために必要な経費要請及び
陳情活動費

００００００００
会派が行う各種会議を開催するために必要な経費
及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への
会派としての参加に要する経費

会議費

１４７,２０００００３１,９５７１,６２８２７,６３６８５,９７９会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費資料作成費

６６０,４３００８３,６７１２１２,３２７１２９,５７４５８,９６８６９,４１２１０６,４７８会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要
する経費資料購入費

００００００００会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費人件費

００００００００会派が行う活動に必要な事務所の設置及び管理に
要する経費事務所費

６,７２４,２６１０３９２,４７７１,０８９,１４０５７２,０２５５９３,６８２２,０８０,１２７１,９９６,８１０支出合計（Ｂ）

３,０２８,２１６３６０,００００３５０,８６０８６７,９７５１,２０６,３１８７９,８７３１６３,１９０返還額（Ａ－Ｂ）

平成30年度　会派別収支状況

政政政政政政政政政政政政 務務務務務務務務務務務務 活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動 費費費費費費費費費費費費 収収収収収収収収収収収収 支支支支支支支支支支支支 報報報報報報報報報報報報政 務 活 動 費 収 支 報 告告告告告告告告告告告告告

　政務活動費とは、地方自治法第１００条第１４項から第１６項まで及び小平市議会政務活動費の交付に関する条例の規定により、議員の調査研究その他の活動に資する
ため、必要な経費の一部として、議会における会派に対して交付されるものです。
　会派の所属議員数に応じ、１人当たり月額３万円をかけた金額がその年度に交付されます。交付を受けた会派には、年度終了後に政務活動費収支報告書を提出
することが義務づけられています。

　平成３０年度と平成３１年４月分の政務活動費について、その収支を報告します。収支報告は、原則、前年度１年分に対して行いますが、
今回は、令和元年５月に議員の改選が行われたことから、改選前の議員任期における平成３１年４月分についても、あわせて報告します。

各会派の収支報告書や領収書等は、議会図書室でごらんいただけるほか、ホームページでも公開しています。
詳しくは小平市議会のホームページ（https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）をごらんください。

単位：円

合計

会　　派　　名　　・　　人　　数（平成３１年４月３０日現在）

説明経費項目 ムサシ緑の党
こだいら

生活者
ネットワーク

日本共産党
小平市議団政和会フォーラム

小平
市議会
公明党

１人１人４人４人５人６人６人
８１０,０００３０,０００３０,０００１２０,０００１２０,０００１５０,０００１８０,０００１８０,０００交付決定額（Ａ）

１６,７６５００９,８６４００６,９０１０会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査
研究及び調査委託に関する経費調査研究費

支　

出

００００００００会派が研修会を開催するために必要な経費及び団
体等が開催する研修会の参加に要する経費　研修費

１１,７５０００００５,８７５０５,８７５会派が行う活動及び市政について市民に報告する
ために要する経費広報費

００００００００
会派が行う市民からの市政及び会派の活動に対す
る要望、意見の聴取、市民相談等の活動に要する経
費　

広聴費

００００００００会派が要請及び陳情活動を行うために必要な経費要請及び
陳情活動費

００００００００
会派が行う各種会議を開催するために必要な経費
及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への
会派としての参加に要する経費　

会議費

１７３,３４００００００１７３,３４００会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費資料作成費

２８,８１１０１２,２７０１６,５４１００００会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要
する経費資料購入費

００００００００会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費　人件費

００００００００会派が行う活動に必要な事務所の設置及び管理に
要する経費　事務所費

２３０,６６６０１２,２７０２６,４０５０５,８７５１８０,２４１５,８７５支出合計（Ｂ）

５７９,５７５３０,０００１７,７３０９３,５９５１２０,０００１４４,１２５０１７４,１２５返還額（Ａ－Ｂ）

平成31年4月分　会派別収支状況



一般質問

令和元年（２０１９年）１１月３日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ４

一般質問の詳細についてはインターネット議会中継をご覧ください。アドレスはhttps://smart.discussvision.net/smart/tenant/kodaira/WebView/rd/council_1.html

　議員が市政全般にわたり、執行機関に対し、事務の状況
及び将来に対する方針等について質問することをいいます。
　一般質問（要旨）につきましては、議員ごとにまとめた
ものを掲載しております。
　これまでの会議録は、小平市議会ホームページで、閲覧・
検索ができます。動画もご覧になれます。

一般質問とは

一般質問 要旨
市政を問市政を問うう

 
質
問　

臼
土
地
、
建
物
、
現
金
が
寄

附
さ
れ
た
上
水
南
町
二
丁
目
の
物
件

に
お
け
る
課
題
及
び
改
善
点
は
何
か
。

　

渦
仮
称
回
田
町
開
発
事
業
に
お
け

る
公
園
設
置
不
要
の
判
断
の
経
緯
は
。

市
長　

臼
遺
言
者
の
父
の
関
係
者
等

か
ら
土
地
は
売
却
せ
ず
全
て
公
園
と

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
事
業

に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
今
後
、
市

に
負
担
を
か
け
な
い
と
い
う
遺
言
者

の
意
向
等
を
丁
寧
に
説
明
し
売
却
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

渦
土
地
を
分
割
取
得
し
た
３
社
の

う
ち
１
社
が
開
発
手
続
を
開
始
し
た

際
、
各
事
業
者
に
、
事
業
面
積
が
３

寄
附
及
び
開
発
行
為
時
の
提
供
公
園

設
置
の
判
断
基
準
を
明
確
に
す
べ
き

千
平
方
㍍
未
満
で
大
規
模
開
発
事
業

に
は
当
た
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

 
質
問　

臼
現
在
の
外
国
人
に
対
す
る

日
本
語
教
育
推
進
の
実
態
は
ど
う
か
。

　

渦
現
在
の
外
国
人
に
対
す
る
地
域

防
災
推
進
の
実
態
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
小
平
市
国
際
交
流
協
会
で

成
人
の
外
国
人
を
対
象
に
日
本
語
会

話
教
室
の
開
催
等
し
て
い
る
。
平
成

　

年
度
か
ら
小
・
中
学
生
を
対
象
に

２７子
ど
も
日
本
語
教
室
を
開
催
し
、
習

得
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

渦
防
災
マ
ッ
プ
の
避
難
所
等
を
英

語
、
中
国
語
、
韓
国
語
で
表
記
し
情

報
提
供
を
行
う
な
ど
し
て
い
る
。

地
域
の
外
国
人
と
の
共
生
社
会
へ
の

環
境
整
備
を
よ
り
推
進
す
べ
き

橋
本
孝
二
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

提
供
公
園
設
置
の
判
断
基
準
を

明
確
に
／
外
国
人
と
の
共
生
社
会
の
推
進

総合的な窓口としての運用が開始されている市民課窓口

 
質
問　

臼
昨
年
１
年
間
、
文
書
で
寄

せ
ら
れ
た
団
体
か
ら
の
要
望
書
数
は
。

　

渦
７
月　

日
に
提
出
さ
れ
た
視
覚

２５

障
が
い
者
協
会
の
要
望
書
に
つ
い
て
、

市
の
こ
れ
ま
で
の
対
応
は
。

　

嘘
何
年
も
継
続
的
に
寄
せ
ら
れ
て

い
る
要
望
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
こ

と
な
ど
を
提
出
者
に
伝
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼　
年
度
は　
件
収
受
し
た
。

３０

４１

　

渦
現
在
、
障
が
い
者
支
援
課
及
び

関
係
課
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
に
属

す
る
要
望
事
項
を
検
討
し
て
い
る
。

　

嘘
そ
の
都
度
伝
え
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
改
め
て
要
望
を
受
け
た
際
等

の
機
会
に
伝
え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

小
平
市
視
覚
障
が
い
者
協
会
の
要
望
書
を

通
し
要
望
書
の
扱
い
方
を
問
う

 
質
問　

臼
学
童
ク
ラ
ブ
で
の
宅
配
弁

当
導
入
に
つ
い
て
現
在
の
考
え
方
は
。

　

渦
仮
に
導
入
を
検
討
し
た
場
合
、

考
え
ら
れ
る
課
題
は
。

市
長　

臼
学
童
ク
ラ
ブ
は
放
課
後
の

居
場
所
を
提
供
す
る
事
業
で
あ
り
、

国
の
方
針
で
は
昼
食
の
提
供
を
想
定

し
て
い
な
い
た
め
、
市
が
主
体
の
宅

配
弁
当
等
の
提
供
は
考
え
て
い
な
い
。

　

渦
納
品
さ
れ
た
宅
配
弁
当
の
保
管

場
所
の
確
保
等
の
施
設
・
設
備
面
で

の
課
題
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童

へ
の
対
応
や
緊
急
時
に
備
え
た
研
修

等
の
食
の
安
全
面
で
の
課
題
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

学

童

ク

ラ

ブ

で

の

宅
配
弁
当
の
導
入
に
つ
い
て

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

要
望
書
の
扱
い
方
に
つ
い
て
問
う
／

学
童
ク
ラ
ブ
で
の
宅
配
弁
当
の
導
入

 
質
問　

臼
プ
ー
ル
の
年
間
維
持
費
は
。

　

渦
先
進
自
治
体
の
水
泳
授
業
の
民

間
委
託
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

教
育
長　

臼
平
成　

年
度
は
主
に
水

３０

道
代
が
約
２
千
３
百　

万
円
、
プ
ー

２０

ル
薬
品
が
約
３
百　

万
円
、
修
繕
料

６０

が
約
千
２
百　

万
円
、
清
掃
や
機
器

５０

保
守
等
の
委
託
料
が
約
３
百　
万
円
。

６０

　

渦
メ
リ
ッ
ト
は
維
持
管
理
等
の
負

担
軽
減
や
天
候
等
左
右
さ
れ
な
い
屋

内
プ
ー
ル
で
の
授
業
な
ど
で
課
題
は

児
童
・
生
徒
の
引
率
方
法
等
で
あ
る
。

 
天

候

不

順

等

に

よ

る

小
・
中
学
校
プ
ー
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て

中

高

生

の

居

場

所

を

充

実

さ

せ

る

べ

き

質
問　

臼
公
民
館
、
図
書
館
で
の
中

高
生
が
自
習
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
は
。

　

渦
他
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
放

課
後
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

教
育
長　

臼
公
民
館
は
空
き
部
屋
が

あ
れ
ば
学
習
室
と
し
て
開
放
し
、
８

月
は
１
館
を
除
き
１
部
屋
を
夏
休
み

学
習
室
と
し
て
い
る
。
各
地
区
図
書

館
で
は　
か
ら　
席
用
意
し
て
お
り
、

１２

２８

多
く
の
中
高
生
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

渦
中
学
校
内
で
地
域
の
人
が
主
体

と
な
り
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
無
償
提
供

等
に
よ
り
生
徒
の
放
課
後
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
実
施
さ
れ
気
軽
に
集

ま
り
交
流
で
き
る
場
と
捉
え
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
変
化
す
る
上
水
本
町
地
域
の
安
全

対
策
等
を
進
め
よ
う

幸
田
昌
之
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

天
候
不
順
等
に
よ
る
学
校
プ
ー
ル
の

あ
り
方
／
中
高
生
の
居
場
所
の
充
実

 
質
問　

臼
総
合
窓
口
委
託
化
に
つ
い

て
、
変
更
点
を
中
心
と
し
た
概
要
は
。

　

渦
窓
口
サ
ー
ビ
ス
改
善
の
方
針
に

掲
げ
た　

施
策
の
進
捗
状
況
は
。

１８

市
長　

臼
こ
れ
ま
で
の
フ
ロ
ア
案
内

等
に
加
え
７
月
か
ら
市
民
課
と
保
険

年
金
課
の
窓
口
業
務
も
一
部
を
除
き

委
託
化
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
課
窓

口
は
税
証
明
の
発
行
等
も
行
う
よ
う

業
務
を
拡
大
し
総
合
的
な
窓
口
と
し

て
運
用
を
開
始
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

渦
今
回
の
一
連
の
取
り
組
み
の
ベ

ー
ス
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
体
的
に
一
定
程
度
の
進
捗
が
図
ら

れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

市
の
窓
口
改
善
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
公
共
施
設
に
お
け
る
禁
煙

エ
リ
ア
と
は
具
体
的
に
ど
こ
か
。

　

渦
市
庁
舎
の
敷
地
内
に
は
特
定
屋

外
喫
煙
場
所
の
設
置
基
準
を
ク
リ
ア

す
る
場
所
が
な
い
の
で
、
設
置
し
な

い
と
の
認
識
で
よ
い
か
。

市
長　

臼
改
正
健
康
増
進
法
等
に
お

い
て
第
一
種
施
設
の
市
役
所
本
庁
舎

等
は
敷
地
内
禁
煙
で
、
第
二
種
施
設

の
公
民
館
等
は
屋
内
禁
煙
で
あ
る
。

　

渦
市
が
管
理
す
る
施
設
は
、
望
ま

な
い
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
敷
地
内

の
灰
皿
を
含
む
喫
煙
施
設
を
全
て
撤

去
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
市
庁
舎

の
敷
地
内
に
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。

市
庁
舎
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の

取

り

組

み

に

つ

い

て

中
江
美
和
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

窓
口
改
善
の
取
り
組
み
／
市
庁
舎
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
取
り
組
み

 
質
問　

臼
小
平
市
と
し
て 
Ｓ 
ｏ
ｃ
ｉ

※
１

ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

　

渦
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
や
働

き
方
改
革
、
人
口
減
少
時
代
に
向
け
、

ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
転
換
が
求
め

ら
れ
る
。
市
の
考
え
方
と
取
り
組
み

は
。

　

嘘
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
等
の
技

術
に
よ
る
行
政
事
務
の
効
率
化
で
職

員
数
を
ど
の
く
ら
い
削
減
で
き
る
か
。

　

唄
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代

に
向
け
て
庁
内
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代
の

小

平

市

・

行

革

編

市
長　

臼
こ
れ
ま
で
行
財
政
の
再
構

築
を
推
進
し
て
き
た
。
自
治
体
で
Ａ

Ｉ
な
ど
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
り
活
用

事
例
な
ど
情
報
収
集
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
、
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
導

入
と
い
っ
た
ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の

転
換
が
必
要
に
な
っ
て
い
く
。
取
り

組
み
と
し
て
、
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム

の
ク
ラ
ウ
ド
化
導
入
を
進
め
て
い
る
。

　

嘘
現
時
点
で
の
想
定
は
困
難
だ
が
、

働
き
手
不
足
等
の
解
決
に
資
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

唄
庁
内
で
情
報
共
有
を
図
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
超
高
齢
社
会
の
若
者
定
住
に
向
け

次
世
代
下
宿
導
入
を

伊
藤　

央
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

来
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
時
代
に

備
え
行
財
政
の
改
革
を

 
質
問　

臼
ご
み
集
積
所
跡
地
の
今
後

の
利
活
用
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　

渦
ご
み
集
積
所
跡
地
の
箇
所
数
は
。

　

嘘
市
所
有
の
集
積
所
跡
地
の
数
は
。

　

唄
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
伴
い

設
置
さ
れ
た
ご
み
集
積
所
跡
地
の
従

前
の
土
地
所
有
者
等
へ
の
配
慮
は
。

　

欝
宅
地
に
接
す
る
ご
み
集
積
所
跡

地
を
、
跡
地
の
元
土
地
所
有
者
が
購

入
を
希
望
し
た
場
合
、
売
却
価
格
設

定
の
考
慮
の
対
象
と
な
る
か
。

市
長　

臼
所
在
や
形
状
等
に
基
づ
き
、

隣
地
地
主
へ
の
売
却
、
地
域
住
民
等

へ
の
貸
し
出
し
、
公
共
用
地
と
し
て

利
用
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
活
用
す
る
。

市
が
所
有
す
る
ご
み
集
積
所
跡
地
の

今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

渦
７
千
９
百　

か
所
で
あ
る
。

８４

　

嘘　

か
所
で
あ
る
。

９７４

　

唄
開
発
事
業
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ

た
集
積
所
は
、
法
律
や
条
例
に
基
づ

き
市
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
配
慮
は
特
に
な
い
。

　

欝
考
慮
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

 
質
問　

平
成　

年
３
月
厚
生
委
員
会

３１

提
言
の
健
康
寿
命 
延  
伸 
こ
だ
い
ら
宣

の
び 
の
び

言
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
長　

市
民
が
健
康
寿
命
を
意
識
す

る
こ
と
で
、
み
ず
か
ら
介
護
予
防
等

に
取
り
組
む
効
果
も
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
、

世
界
で
一
番
住
み
よ
い
ま
ち
へ

小
野
高
一
議
員
（
政
和
会
）

ご
み
集
積
所
跡
地
の
今
後
の
利
活
用
／

世
界
で
一
番
住
み
よ
い
ま
ち
へ



一般質問

令和元年（２０１９年）１１月３日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

 
質
問　

臼
３
千
平
方
㍍
以
上
の
土
地

を
開
発
す
る
場
合
、
公
園
等
の
整
備

が
条
例
ど
お
り
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
。

　

渦
今
後
、
市
は
良
好
な
住
環
境
形

成
、
特
に
緑
地
等
の
確
保
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
か
。

市
長　

臼
開
発
面
積
の
６
％
以
上
の

公
園
及
び
緑
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

渦
良
好
な
市
街
地
の
形
成
に
つ
な

が
る
よ
う
事
業
主
に
引
き
続
き
指
導

す
る
ほ
か
特
別
緑
地
保
全
地
区
等
の

指
定
を
所
有
者
の
理
解
を
得
て
行
っ

て
い
る
。
３
千
平
方
㍍
未
満
の
開
発

事
業
で
は
フ
ェ
ン
ス
を
生
け
垣
に
す

る
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

大
規
模
開
発
の
現
状
と

市

街

地

の

形

成
 

質
問　

臼
高
齢
社
会
に
お
け
る
聞
こ

え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
重
要
性
は
。

　

渦
聴
力
低
下
が
見
ら
れ
る
人
の
早

期
か
ら
の
補
聴
器
使
用
の
重
要
性
は
。

　

嘘
補
聴
器
の
利
用
促
進
対
策
の
拡

充
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

市
長　

臼
難
聴
は
日
常
生
活
に
影
響

を
及
ぼ
し
、
危
険
を
察
知
で
き
な
い

な
ど
の
問
題
の
原
因
に
も
な
り
得
る

た
め
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り

や
す
く
な
り
認
知
症
の
予
防
等
に
つ

な
が
る
た
め
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

嘘
補
聴
器
装
着
は
高
い
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

難
聴
放
置
が
認
知
症
の
原
因
に
、
小
平
市
も

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

き
せ
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

大
規
模
開
発
の
現
状
と
市
街
地
形
成
／

聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

 
質
問　

臼
歩
行
者
・
自
転
車
の
分
離

通
行
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

　

渦
不
審
者
対
策
で
、
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
現
地
で
の

避
難
行
動
の
確
認
等
を
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
隣
接
公
園
に
つ
い
て
、
ベ
ビ
ー

チ
ェ
ア
や
お
む
つ
交
換
台
装
備
の
ト

イ
レ
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

唄
文
化
財
活
用
で
、
仮
称
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
市
民
円
卓
会
議
な
ど
市
民

の
知
恵
を
結
集
す
る
場
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
場
所
に
よ
り
管
理
公
園
と

し
て
の
緑
道
な
ど
整
備
形
態
等
が
異

な
る
ほ
か
利
用
者
の
通
行
状
況
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
１
つ
の

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
さ
ら
に
活
用
し

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

路
線
と
し
た
明
確
な
分
離
通
行
実
施

は
難
し
い
。
交
通
安
全
対
策
は
、
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
引

き
続
き
啓
発
活
動
等
に
努
め
て
い
く
。

教
育
長　

渦
小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

を
通
学
路
と
し
て
利
用
す
る
学
校
で

は
、
こ
ど
も　

番
の
い
え
の
紹
介
な

１１０

ど
の
ほ
か
、
不
審
者
対
策
と
し
て
日

没
が
早
い
時
期
は
早
目
に
下
校
す
る

こ
と
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

市
長　

嘘
ト
イ
レ
の
新
設
は
考
え
て

い
な
い
が
、
既
存
の
だ
れ
で
も
ト
イ

レ
内
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
く
。

　

唄
市
文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
に

関
し
て
は
、
公
募
市
民
を
含
む
文
化

財
保
護
審
議
会
で
調
査
研
究
や
意
見

聴
取
を
行
い
、
小
平
市
文
化
振
興
財

団
等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

津
本
裕
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
さ
ら
に
活
用
し

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

 
質
問　

臼
喜
平
橋
か
ら
こ
も
れ
び
の

足
湯
ま
で
は
木
の
根
が
張
り
出
し
て

い
る
な
ど
雨
の
日
は
危
険
だ
が
ゴ
ム

チ
ッ
プ
舗
装
に
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　

渦
あ
か
し
あ
通
り
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
化
事
業
は
進
ん
で
い
る
か
。

市
長　

臼
当
区
間
は
、
一
部
を
除
き

都
の
管
理
の
た
め
、
安
全
に
通
行
で

き
る
路
面
整
備
を
要
望
し
て
い
く
。

　

渦　

件
の
取
り
組
み
の
う
ち
平
成

２７

　

年
度
末
時
点
で
、
実
施
済
み
が
２

２９件
、
一
部
実
施
が　

件
、
検
討
中
が

１５

　

件
で
あ
る
。
今
後
も
社
会
状
況
の

１０変
化
等
を
踏
ま
え
、
計
画
の
見
直
し

を
含
め
た
事
業
推
進
に
努
め
て
い
く
。

小
平
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を

安
全
に
散
策
で
き
る
遊
歩
道
に

 
質
問　

臼
防
火
水
槽
の
耐
震
設
備
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、

震
度
幾
つ
ま
で
耐
え
ら
れ
る
設
計
か
。

　

渦
消
防
ポ
ン
プ
車
は
低
水
位
の
川

な
ど
か
ら
揚
水
し
放
水
で
き
る
が
消

防
団
の
ポ
ン
プ
車
に
は
低
水
位
型 
ス 
※
２

ト
レ
ー
ナ
ー
を
完
備
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
一
般
財
団
法
人
日
本
消
防

設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
耐
震
基
準
に
準

拠
し
た
設
備
で
あ
り
、
震
度
６
程
度

の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
設
計
で
あ
る
。

　

渦
消
防
団
９
個
分
団
の
う
ち
４
個

分
団
に
配
備
し
て
い
る
。
未
配
備
の

分
団
は
消
防
ポ
ン
プ
車
の
更
新
に
合

わ
せ
て
配
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

災
害
時
、
消
火
活
動
に

必

要

な

水

の

確

保

を

鈴
木
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
を
安
全
な
遊
歩
道
に
／

消
火
活
動
に
必
要
な
水
の
確
保

 
質
問　

臼
小
平
市
保
育
園
父
母
の
会

の
連
絡
会
と
の
意
見
交
換
及
び
市
主

催
の
説
明
会
に
お
い
て
録
音
や
記
録

が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

議
事
録
の
公
表
と
意
見
に
対
し
て
の

回
答
の
公
表
を
求
め
る
が
考
え
は
。

　

渦
小
平
市
人
口
推
計
報
告
書
補
足

版
で
は
人
口
増
加
率
の
ピ
ー
ク
が　
２０２５

年
と
５
年
後
ろ
倒
し
に
な
っ
た
。
公

立
保
育
園
縮
減
計
画
も
５
年
以
上
遅

ら
せ
る
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
質
疑
応
答
内
容
を
含
め
た

議
事
録
は
作
成
し
て
い
な
い
。

　

渦
将
来
的
な
少
子
化
傾
向
は
変
わ

ら
な
い
と
捉
え
て
お
り
、
推
計
見
直

公
立
保
育
園
の
４
園
縮
減
方
針
で

保
育
の
質
は
保
て
る
か

し
に
よ
る
影
響
は
少
な
い
。

 
質
問　

臼
小
平
市
通
所
介
護
等
利
用

助
成
に
お
け
る
昼
食
代
補
助
は
３
年

ご
と
の
時
限
と
な
っ
て
い
る
が
継
続

的
な
事
業
に
で
き
な
い
か
。

　

渦
介
護
施
設
の
人
手
不
足
が
深
刻

だ
が
市
内
介
護
事
業
所
職
員
の
職
種

別
職
員
数
、
雇
用
形
態
、
賃
金
等
に

つ
い
て
、
把
握
し
て
い
る
デ
ー
タ
は

あ
る
か
。

市
長　

臼
令
和
３
年
３
月　

日
ま
で

３１

の
利
用
分
を
対
象
と
し
て
お
り
、
継

続
的
な
事
業
と
位
置
づ
け
る
考
え
は

な
い
。

　

渦
把
握
し
て
い
る
デ
ー
タ
は
な
い
。

住

み

な

れ

た

地

域

で

い
つ
ま
で
も
安
心
の
介
護
を

鈴
木
だ
い
ち
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

保
育
園
の
縮
減
方
針
と
保
育
の
質
／

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
の
介
護
を

 
質
問　

臼
幼
稚
園
、
保
育
所
等
の
職

員
等
か
ら
の
子
ど
も
虐
待
の
事
例
は

あ
る
か
。
ま
た
、発
生
時
の
対
応
は
。

　

渦
要
介
護
度
が
進
み
施
設
入
所
等

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
い
か
ざ

る
を
得
な
い
高
齢
者
の
相
談
対
応
は
。

市
長　

臼
市
が
把
握
し
た
事
例
は
な

い
。
事
例
が
発
生
し
た
場
合
、
都
と

連
携
し
な
が
ら
事
実
確
認
を
行
っ
た

上
で
改
善
に
向
け
た
指
導
等
を
行
う
。

　

渦
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
本
人
の
心

身
状
態
の
変
化
等
を
確
認
し
個
々
の

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
す
る
な
ど
し

て
い
る
。
対
応
が
困
難
な
場
合
に
は

市
が
直
接
相
談
に
応
じ
、
関
係
機
関

虐
待
問
題
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

変
え
ざ
る
を
得
な
い
高
齢
者
対
応

と
の
調
整
等
の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

 
質
問　

臼
計
画
は
策
定
す
る
の
か
。

　

渦
カ
ー
ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
の
２
年
度
ま
で
に
平
成　

年
１７

度
比
で
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を　

％
２５

削
減
す
る
目
標
の
現
状
と
今
後
削
減

の
可
能
性
の
あ
る
分
野
へ
の
見
解
は
。

市
長　

臼
２
年
度
ま
で
に
策
定
す
る

仮
称
第
三
次
環
境
基
本
計
画
の
中
に

エ
コ
ダ
イ
ラ
・
オ
フ
ィ
ス
計
画
を
組

み
込
み
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
位
置

付
け
て
推
進
し
て
い
く
。

　

渦
近
年　

％
程
度
の
削
減
に
と
ど

１０

ま
っ
て
い
る
。
削
減
効
果
が
高
い
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

公
共
施
設
の
室
内
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

交
換
・
設
置
計
画
の
策
定
を
急
げ

 

川　

浩
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

虐
待
問
題
と
高
齢
者
対
応
／
室
内
灯

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
交
換
・
設
置
計
画
策
定
を

 
質
問　

臼
大
規
模
土
地
取
引
の
届
け

出
は
取
引
契
約
の
３
か
月
前
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
回
田
町　
２１８

番
周
辺
で
行
わ
れ
て
い
る
宅
地
開
発

で
は
契
約
締
結
後
の
届
け
出
と
遅
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
経
緯
、
原
因
、

対
処
、
再
発
防
止
策
は
。

　

渦
市
は
小
さ
な
公
園
を
な
る
べ
く

ふ
や
し
た
く
な
い
と
聞
く
。
今
後
、

生
産
緑
地
の
宅
地
化
が
進
む
過
程
で

都
市
計
画
法
規
定
に
よ
る
公
園
等
が

ふ
え
維
持
管
理
費
が
増
大
す
る
こ
と

を
ど
う
捉
え
ど
う
対
処
す
る
か
。

市
長　

臼
平
成　

年
１
月
に
土
地
売

２８

買
の
相
談
が
あ
り
届
け
出
等
の
説
明

土
地
取
引
等
に
お
け
る
条
例
軽
視
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
揺
る
が
す

を
し
た
。
７
月
に
土
地
取
引
の
届
け

出
が
あ
っ
た
が
土
地
は
既
に
売
買
さ

れ
て
お
り
８
月
に
大
規
模
土
地
取
引

行
為
の
届
け
出
が
提
出
さ
れ
た
。
本

来
、
大
規
模
土
地
取
引
行
為
を
行
う

前
に
、
市
長
の
助
言
等
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
、
す
で
に
契
約
締
結
さ
れ

て
い
た
。
原
因
は
元
土
地
所
有
者
が

届
け
出
不
要
と
み
ず
か
ら
解
釈
し
た

も
の
。
今
後
、
事
業
者
が
相
談
に
来

た
際
等
に
、
必
要
と
な
る
手
続
を
一

層
丁
寧
に
説
明
す
る
。

　

渦
宅
地
開
発
に
よ
る
提
供
公
園
が

増
加
し
て
い
く
中
で
、
維
持
管
理
費

用
の
増
大
は
課
題
と
捉
え
て
お
り
、

巨
木
化
、
高
木
化
し
な
い
樹
木
の
選

定
を
お
願
い
し
、
剪
定
費
用
削
減
に

努
め
て
い
る
。

安
竹
洋
平
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

土
地
取
引
等
に
お
け
る
条
例
軽
視
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
揺
る
が
す

 
質
問　

臼
公
立
小
学
校
で
行
っ
て
い

る
特
別
支
援
教
室
の
課
題
は
。

　

渦
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
困
難
を

抱
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
は
。

　

嘘
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
人
数

と
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

臼
利
用
す
る
児
童
の
増
加

へ
の
対
応
と
巡
回
指
導
教
員
の
育
成

や
研
修
の
充
実
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

　

渦
国
際
交
流
協
会
と
連
携
し
日
本

語
指
導
の
経
験
が
あ
る
講
師
を
派
遣
。

　

嘘
昨
年
度
は
小
学
校　

人
、
中
学

１００

校　

人
。
実
態
を
把
握
し
、
関
係
教

１５８
職
員
で
の
ケ
ー
ス
会
議
開
催
等
、
組

織
的
に
対
応
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

小
・
中
学
校
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

子
ど
も
た
ち
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学

校
３
年
生
に
向
け
て
都
か
ら
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
が
提
供
さ
れ
る
が
、
暑
さ
対

策
や
交
通
手
段
へ
の
考
え
は
。

　

渦
市
の
子
ど
も
夢
・
未
来
基
金
の

使
い
道
は
。

　

嘘
大
会
後
の
文
化
振
興
の
基
本
方

針
は
ど
の
よ
う
に
策
定
す
る
か
。

市
長　

臼
都
は
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を
想
定
。
市
は
安
全
を
考
慮
し
た

引
率
体
制
な
ど
必
要
な
準
備
を
検
討
。

　

渦
安
全
な
観
戦
の
た
め
の
経
費
や

競
技
の
生
中
継
等
を
中
心
に
検
討
。

　

嘘
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
実

施
結
果
等
を
踏
ま
え
た
策
定
を
予
定
。

東
京　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

2020

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

さ
と
う
悦
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

同
じ
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
た
め
に
／

　

オ
リ
・
パ
ラ
に
つ
い
て

２０２０

ベビーチェア等の設置が予定されている、小平グリーンロードに隣接する公園のだれでもトイレ



一般質問

令和元年（２０１９年）１１月３日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ６
 

質
問　

臼
元
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
鷹
の

台
出
張
所
跡
地
取
得
に
向
け
た
協
議

の
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　

渦
鷹
の
台
公
園
の
本
格
整
備
は
市

民
参
加
で
計
画
策
定
に
取
り
組
む
べ

き
だ
が
、
手
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

嘘
公
園
整
備
の
際
、
た
か
の
台
本

通
り
の
拡
幅
等
も
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
取
得
に
か
か
る
用
地
費
の

算
定
や
測
量
作
業
等
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

　

嘘
整
備
基
本
計
画
を
策
定
す
る
段

階
で
、
た
か
の
台
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を

鷹
の
台
公
園
等
の
整
備
を
見
据
え
た

鷹
の
台
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

考
慮
し
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
風
疹
の
第
５
期
定
期
接
種

事
業
に
つ
い
て
抗
体
検
査
受
診
等
を

促
進
す
る
た
め
講
じ
て
い
る
方
策
は
。

　

渦
い
す
み
市
の
よ
う
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
が
定
期
接
種
で
あ
る
こ
と
を

周
知
す
る
通
知
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
通
じ
て
広
報
に
努
め
て
い
る
。

　

渦
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
が
否

定
で
き
な
い
副
反
応
の
症
例
が
見
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
の
通
知
に
よ

り
積
極
的
な
勧
奨
が
差
し
控
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
へ
の
個

別
通
知
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
を

し
っ
か
り
予
防
し
よ
う

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

鷹
の
台
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
／

ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気
の
予
防

 
質
問　

臼 
ア 
ン
ブ
ル
ボ
ー
ド
購
入
の

※
３

進
捗
状
況
は
。

　

渦
市
の
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
に
統
一

規
格
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
載
せ
ら

れ
な
い
か
。

市
長　

臼
３
台
購
入
し
防
災
訓
練
等

で
周
知
、
啓
発
に
活
用
し
て
い
る
。

　

渦
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
す
だ
ち
導
入
時
の 
テ 
レ
ワ

※
４

ー
ク
事
業
の
目
標
と
現
在
の
状
況
は
。

　

渦
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
を
ふ
や
す
た
め

に
今
後
何
を
し
て
い
く
の
か
。

情
報
を
得
る
こ
と
に
困
難
を
感
じ
て

い
る
方
へ
の
対
応
強
化
を
求
め
る

テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進
を
市
を

あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き

市
長　

臼
目
標
は
テ
レ
ワ
ー
ク
登
録

者
数
を
５
年
間
で　
人
と
し
て
お
り
、

２７０

昨
年
度
末
で　
人
が
登
録
し
て
い
る
。

１０２

　

渦
働
き
方
の
周
知
と
と
も
に
、
す

だ
ち
で
の
事
業
を
支
援
し
て
テ
レ
ワ

ー
カ
ー
の
増
加
に
努
め
て
い
く
。

 
質
問　

臼
防
犯
ブ
ザ
ー
は
市
立
小
学

校
の
全
児
童
に
配
布
し
て
い
る
の
か
。

　

渦
防
犯
の
た
め
の
黄
色
い
笛
は
ど

こ
か
ら
ど
の
学
校
に
配
ら
れ
て
い
る

か
。

教
育
長　

臼
配
布
し
て
い
な
い
。

　

渦
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社

か
ら
４
月
上
旬
に
全
市
立
小
学
校
の

新
１
年
生
に
配
布
し
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
に
つ
い
て

川
里
富
美
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

情
報
弱
者
の
対
応
強
化
／
テ
レ
ワ
ー
ク

事
業
推
進
／
子
ど
も
た
ち
の
安
全

 
質
問　

臼
説
明
会
等
を
行
う
タ
イ
ミ

ン
グ
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
は
あ
る
か
。

　

渦
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
に

説
明
会
を
行
わ
な
い
理
由
は
。

　

嘘
事
業
内
容
確
定
時
で
し
か
説
明

会
等
を
行
わ
な
い
の
は
自
治
基
本
条

例
等
の
理
念
に
反
し
な
い
か
。

市
長　

臼
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
計

画
を
除
き
、
特
に
ル
ー
ル
は
な
い
。

　

渦
開
始
前
に
行
う
こ
と
も
あ
る
。

　

嘘
事
業
の
内
容
等
に
応
じ
た
意
見

聴
取
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

 
市
民
説
明
会
は
事
業
の
最
初
に
行
え
、

市
民
参
加
が
形
骸
化
し
て
い
る

事
務
事
業
評
価
や
予
算
編
成
に
市
民

意
見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
な
い

質
問　

臼
事
業
仕
分
け
を
継
続
し
て

実
施
し
な
い
理
由
は
。

　

渦
事
務
事
業
評
価
で
見
え
て
き
た

課
題
は
。

　

嘘
町
田
市
の
よ
う
な
市
民
参
加
型

事
業
評
価
制
度
の
導
入
へ
の
考
え
は
。

　

唄
冊
子
、
わ
か
り
や
す
い
予
算
を

テ
キ
ス
ト
に
説
明
会
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
事
務
事
業
の
見
直
し
や
改

善
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

渦
正
確
な
コ
ス
ト
の
把
握
や
事
務

上
の
効
率
性
に
課
題
が
あ
る
。

　

嘘
当
市
の
事
務
事
業
評
価
と
は
性

格
が
異
な
る
も
の
で
、
現
在
、
外
部

評
価
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

唄
希
望
者
へ
の
出
前
講
座
の
開
催

等
、
直
接
市
民
に
説
明
す
る
場
等
設

け
て
お
り
説
明
会
は
考
え
て
い
な
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

説
明
会
は
事
業
の
最
初
に
／
事
業
評
価
や

予
算
編
成
に
市
民
意
見
反
映
を

 
質
問　

臼
文
化
学
園
大
学
を
貸
し
て

も
ら
え
な
い
理
由
は
。

　

渦
第
十
一
小
学
校
校
舎
更
新
時
に
、

体
育
施
設
と
し
て
使
用
可
能
な
設
備

を
設
け
、
住
民
が
利
用
で
き
な
い
か
。

　

嘘
武
道
館
を
劣
化
診
断
し
、
長
く

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
武
道
館
の
耐
震
補
強
工
事

に
伴
う
代
替
施
設
と
し
て
大
学
の
協

力
で
提
供
さ
れ
た
経
緯
か
ら
工
事
完

了
後
は
無
理
を
お
願
い
で
き
な
い
が
、

継
続
的
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
花
小
金
井
武
道
館
の
代
替
施
設

と
し
て
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

　

嘘
機
能
移
転
の
基
本
方
針
ど
お
り

花
小
金
井
武
道
館
の
代
替
施
設
の

確
保
と
継
続
利
用
に
つ
い
て

花
小
金
井
南
中
学
校
地
域
開
放
型
体

育
館
建
設
後
、
武
道
館
は
閉
鎖
し
取

り
壊
す
予
定
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
回
田
町
の
隣
り
合
う
土
地

を
開
発
し
た
Ａ
建
設
株
式
会
社
と
Ｂ

開
発
株
式
会
社
は
関
連
会
社
で
は
。

　

渦
国
分
寺
市
の
よ
う
に
、
関
連
性

を
有
す
る
事
業
者
の
判
断
基
準
に
本

店
ま
た
は
支
店
の
い
ず
れ
か
の
所
在

地
が
同
一
な
ど
の
規
定
を
加
え
て
は
。

市
長　

臼
事
業
主
へ
の
聞
き
取
り
や

Ａ
社
か
ら
提
出
さ
れ
た
申
立
書
等
で

関
連
性
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

渦
経
済
活
動
を
制
約
す
る
お
そ
れ

も
あ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

公
園
を
つ
く
ら
な
い
回
田
町
で
の

宅
地
開
発
へ
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

水
口
か
ず
え
議
員（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

花
小
金
井
武
道
館
の
代
替
施
設
と

継
続
利
用
／
回
田
町
の
宅
地
開
発
問
題

 
質
問　

臼
次
期
長
期
総
合
計
画
策
定

に
向
け
て
小
学
校
出
前
授
業
や
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
得
た
意
見
を
ど
の
よ
う

に
計
画
策
定
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
。

　

渦
計
画
策
定
ま
で
に
子
ど
も
・
若

者
の
参
加
の
機
会
は
あ
る
か
。

　

嘘
市
制
施
行　

周
年
事
業
と
し
て

６０

子
ど
も
議
会
を
行
う
計
画
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想

審
議
会
や
庁
内
の
策
定
検
討
委
員
会

等
の
審
議
の
中
に
生
か
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
、
地
域
懇
談
会
を
開
催
す

る
際
に
参
加
を
広
く
呼
び
か
け
る
ほ

か
骨
子
案
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
く
。

　

嘘
現
在
計
画
は
な
い
が
、
記
念
事

実
践
的
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を

す

す

め

よ

う

業
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、

当
事
者
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
る
予
定

は
あ
る
か
。

　

渦
福
祉
避
難
所
を
設
置
す
る
際
の

課
題
は
何
か
。

市
長　

臼
具
体
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
の
た
め
に
当
事
者
に
携
わ
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
含
め
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
意
見
や
考
え
方
を
聞
く
機
会
を

設
け
て
い
く
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
。

　

渦
災
害
対
策
本
部
と
の
通
信
手
段
、

避
難
所
運
営
の
人
員
、
備
蓄
品
確
保

等
に
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

誰
も
取
り
残
さ
な
い
福
祉
避
難
所

開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

山
﨑
と
も
子
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

実
践
的
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
／

福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

 
質
問　

臼
小
平
駅
北
口
地
区
再
開
発

事
業
の
進
捗
と
南
口
と
の
連
携
は
。

　

渦
南
口
駅
前
自
転
車
駐
車
場
を
地

下
化
し
民
間
貸
与
等
を
す
る
考
え
は
。

　

嘘
市
民
ま
つ
り
を
駅
前
の
あ
か
し

あ
通
り
か
ら
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
準
備
組
合
か
ら
２
年
度
に

都
市
計
画
決
定
、
３
年
度
に
組
合
設

立
認
可
取
得
を
目
標
と
聞
い
て
い
る
。

南
口
と
の
連
携
で
は
さ
ら
な
る
協
力

体
制
等
構
築
、
産
業
活
性
化
等
が
図

ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
両
地
区

の
連
携
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

渦
現
在
、
地
下
化
の
計
画
は
な
く
、

当
該
用
地
の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

小

平

駅

周

辺

の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

嘘
関
係
者
と
連
携
し
研
究
す
る
。

 
質
問　

臼
市
が
考
え
る
東
京
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ガ
シ
ー
と
は
何
か
。

　

渦
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
は
あ
る
か
。

　

嘘
市
民
総
合
体
育
館
の
障
害
者
割

引
制
度
の
実
施
に
つ
い
て
現
状
は
。

市
長　

臼
多
様
な
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
交
流
す
る
場
を
つ
く
り
共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
。

　

渦
体
育
施
設
改
修
予
定
等
は
な
い

が
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
と

東
京　

大
会
後
の
支
援
で
障
害
者
の

２０２０

ス
ポ
ー
ツ
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

　

嘘
検
討
し
、
課
題
等
を
把
握
し
た
。

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に

共
生
社
会
に
向
け
た
社
会
変
革
を

竹
井
よ
う
こ
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

小
平
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
／
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
共
生
社
会
へ
の
変
革
を

 
質
問　

臼
保
護
者
へ
の
周
知
改
善
は
。

　

渦
定
員
に
あ
き
が
あ
る
際
の
弾
力

的
運
用
と
は
。

　

嘘
定
員
割
れ
と
な
っ
た
家
庭
的
保

育
事
業
者
に
対
す
る
支
援
策
は
。

市
長　

臼
事
業
者
作
成
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
、
子
育
て
応
援
サ
イ

ト
こ
だ
ち
に
写
真
入
り
紹
介
記
事
を

掲
載
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

　

渦
２
人
定
員
の
年
齢
に
あ
き
が
あ

る
場
合
は
ほ
か
の
１
人
定
員
の
年
齢

を
２
人
に
変
更
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

嘘
一
次
選
考
で
非
内
定
と
な
っ
た

児
童
の
保
護
者
に
施
設
の
あ
き
情
報

を
知
ら
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。

家
庭
的
保
育
事
業
者
に
つ
い
て

 
質
問　

臼
使
用
し
て
い
る
団
体
か
ら

の
要
望
及
び
そ
れ
に
対
す
る
回
答
は
。

　

渦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
団
体
か
ら
屋

根
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ

る
が
ど
う
か
。

　

嘘
今
後
の
福
祉
会
館
前
の
市
民
広

場
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

臼
イ
ベ
ン
ト
時
の
電
源
使
用

の
要
望
が
あ
り
自
費
で
の
仮
設
電
源

設
置
工
事
を
お
願
い
す
る
な
ど
し
た
。

　

渦
多
目
的
な
使
用
を
前
提
と
し
て

い
る
の
で
考
え
て
い
な
い
。

　

嘘
中
央
公
民
館
等
の
更
新
等
に
関

す
る
仮
称
新
建
物
の
建
設
予
定
地
と

し
て
想
定
し
て
い
る
。

福

祉

会

館

前

の

市

民

広

場

に

つ

い

て

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

家
庭
的
保
育
事
業
者
／

福
祉
会
館
前
広
場
に
つ
い
て

多目的に使用されている福祉会館前の市民広場
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小
平
市
議
会
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
さ

市

議

市

議

会会

ホ
ー
ム
ペ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジジ

 　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い

○
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
飲

食
物
の
差
し
入
れ
な
ど

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

 
質
問　

臼
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の

数
と
過
去
４
年
間
の
推
移
は
ど
う
か
。

　

渦
ど
の
よ
う
な
方
策
で
空
き
家
に

対
処
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
元
年
７
月
末
ま
で
に
相
談

等
で
把
握
し
て
い
る
空
き
家
等
は　
４０８

件
で
あ
る
。
平
成　
年
度
末
で　
件
、

２７

２０３

　

年
度
末
で　

件
、　

年
度
末
で　

２８

２４１

２９

２９９

件
、　

年
度
末
で　

件
で
あ
る
。

３０

３７９

　

渦
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
等
に
基
づ
き
空
き
家

等
が
管
理
不
全
な
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
所
有
者
等
に
適
正
管
理
を
促
し

て
い
る
ほ
か
空
き
家
等
対
策
計
画
を

策
定
し
、
予
防
、
適
正
管
理
、
利
活

小
平
市
内
の
空
き
家
に
つ
い
て

用
の
対
策
を
定
め
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
質
問　

臼
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
農
業
者

は
何
人
い
る
の
か
。

　

渦
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得
農
業
者
へ
の

支
援
等
は
し
て
い
る
の
か
。

市
長　

臼
東
京
都
Ｇ
Ａ
Ｐ
及
び
民
間

認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
者
が
３
人
、
民
間

認
証
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
み
の
取
得
者
が
１
人

で
、
合
計
４
人
で
あ
る
。

　

渦
都
で
は
持
続
可
能
な
東
京
農
業

の
実
現
等
に
向
け
て
認
証
取
得
や
維

持
に
必
要
な
環
境
整
備
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
市
で
も
都
や
Ｊ
Ａ
東
京

む
さ
し
と
連
携
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度

等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
農
産
物
を

小
平
市
か
ら
広
め
よ
う

比
留
間
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

市
内
の
空
き
家
に
つ
い
て
／

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
農
産
物
を
広
め
よ
う

 
質
問　

臼
地
域
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
は
で
き
な
い
か
。

　

渦
福
岡
市
等
で
行
っ
て
い
る
生
活

に
密
着
し
た
情
報
の
中
か
ら
選
択
し

た
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
タ
イ
ム
リ
ー
に

届
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
。

　

嘘
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
住
民
票
の
申
請
か
ら

支
払
い
・
取
得
ま
で
行
う
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
で
き
な
い
か
。

　

唄
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
民
か
ら
道
路
・
河

川
・
公
園
の
傷
み
の
通
報
を
受
け
付

け
る
仕
組
み
を
実
施
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

渦
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
効
果
的

な
情
報
配
信
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
力
で

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
上
げ
よ
う

　

嘘
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る
方
法

で
あ
り
実
施
の
可
能
性
を
研
究
す
る
。

　

唄
今
後
も
道
路
や
公
園
等
公
共
施

設
の
適
切
な
管
理
方
法
を
研
究
す
る
。

 
質
問　

臼
保
育
課
職
員
の
出
張
所
配

置
等
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
。

　

渦
公
立
保
育
園
の
運
営
の
あ
り
方

に
関
す
る
方
針
の
基
幹
園
が
中
心
と

な
っ
て
保
育
の
質
は
向
上
で
き
る
か
。

市
長　

臼
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
４
月

入
園
受
付
初
日
で
の
保
育
課
職
員
配

置
な
ど
状
況
に
応
じ
対
応
し
て
い
る
。

　

渦
基
幹
園
に
よ
る
小
規
模
保
育
施

設
等
の
支
援
で
地
域
全
体
の
保
育
の

質
向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

市
の
保
育
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

基
本
姿
勢
の
あ
り
方
を
問
う

松
岡
あ
つ
し
議
員
（
政
和
会
）

S
N
S
等
の
活
用
に
よ
り
I
C
T
の

力
で
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
上
げ
よ
う

 
質
問　

臼
広
島
市
立
基
町
高
等
学
校

の
生
徒
と
被
爆
証
言
者
と
の
共
同
制

作
に
よ
る
原
爆
の
絵
を
展
示
資
料
と

し
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

渦
市
長
部
局
と
の
連
携
で
非
核
平

和
事
業
の
発
展
を
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　

臼
展
示
ス
ペ
ー
ス
等
を
勘

案
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　

渦
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
次
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
息
長
く
、

継
続
し
た
事
業
実
施
が
肝
要
で
あ
る
。

 
質
問　

臼
再
開
発
準
備
組
合
総
会
と

非
核
平
和
事
業
の
継
続
、
発
展
及
び

米
軍
横
田
基
地
に
つ
い
て
問
う

小
川
駅
西
口
地
区
再
開
発
事
業
と

周
辺
諸
課
題
に
つ
い
て

周
辺
説
明
会
へ
の
市
の
受
け
と
め
は
。

　

渦
小
川
西
町
三
丁
目
周
辺
地
区
ま

ち
づ
く
り
地
域
懇
談
会
の
昨
年
度
の

実
績
と
、
今
年
度
の
進
捗
は
。

市
長　

臼
６
月
の
通
常
総
会
で
は
権

利
者
間
で
事
業
の
必
要
性
に
対
す
る

理
解
は
お
お
む
ね
得
ら
れ
て
い
る
。

８
月
の
周
辺
説
明
会
で
は
延
べ　

人
７７

が
参
加
、
多
く
の
質
問
や
要
望
が
出

さ
れ
た
。
引
き
続
き
積
極
的
か
つ
丁

寧
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
昨
年
度
は
３
回
開
催
し
た
。
本

年
度
は
４
回
程
度
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
多
く
参
加
し
て
も
ら
う
た
め

自
治
会
等
を
通
じ
働
き
か
け
て
い
る
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
年
金
の
み
で
生
活
で
き
な
い
実
態

の
把
握
を
急
ぐ
べ
き

細
谷　

正
議
員
（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

非
核
平
和
事
業
の
継
続
、発
展
問
う
／

小
川
駅
西
口
再
開
発
と
周
辺
課
題

 
質
問　

臼
市
民
が
利
用
し
や
す
い
公

園
の
整
備
は
市
の
重
要
な
役
割
で
は
。

　

渦
新
た
な
公
園
づ
く
り
や
公
園
の

利
活
用
は
市
民
主
体
で
す
べ
き
で
は
。

　

嘘
市
内
の
小
規
模
公
園
を
市
民
に

親
し
ま
れ
る
場
所
に
し
て
い
く
た
め

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
。

市
長　

臼
地
域
に
愛
さ
れ
る
安
全
性

の
高
い
公
園
等
の
整
備
を
目
指
し
て

お
り
、
重
要
な
役
割
の
１
つ
で
あ
る
。

　

渦
市
が
整
備
す
る
公
園
は
市
民
の

意
見
を
踏
ま
え
た
整
備
が
重
要
。　　

　

嘘
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
際
、
で
き
る

限
り
意
見
を
聞
い
て
お
り
ア
ダ
プ
ト

制
度
等
の
さ
ら
な
る
啓
発
を
進
め
る
。

市
民
主
体
の
公
園
づ
く
り
、公
園
活
用
を

推
進
す
る
仕
組
み
を
つ
く
ろ
う

 
質
問　

臼
屋
外
公
衆
喫
煙
所
は
ど
こ

に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

　

渦
公
共
施
設
敷
地
内
の
喫
煙
所
撤

去
後
、
喫
煙
者
の
行
動
へ
の
把
握
は
。

　

嘘
喫
煙
を
や
め
ら
れ
な
い
人
へ
の
、

禁
煙
外
来
紹
介
以
外
の
支
援
策
は
。

　

唄
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長　

臼
市
内
の
駅
４
か
所
に
設
置
。

　

渦
特
に
把
握
し
て
い
な
い
。

　

嘘
禁
煙
外
来
へ
の
通
院
等
の
時
間

が
な
い
人
が
手
軽
に
始
め
ら
れ
、
支

援
を
継
続
し
て
受
け
ら
れ
る
方
法
を

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　

唄
先
進
事
例
等
の
研
究
に
努
め
る
。

受
動
喫
煙
防
止
対
策
と
と
も
に

市
は
積
極
的
な
禁
煙
促
進
ケ
ア
を

山
浦
ま
ゆ
み
議
員
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

市
民
主
体
の
公
園
づ
く
り
等
推
進
／

喫
煙
者
に
積
極
的
禁
煙
促
進
ケ
ア
を

 
質
問　

臼
吹
奏
楽
の
ま
ち
こ
だ
い
ら

に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

渦
羽
村
市
の
小
中
一
貫
教
育
音
楽

担
当
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
小
平
市
文
化
振
興
財
団
が

活
発
な
吹
奏
楽
活
動
に
着
眼
し
、
地

域
特
性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
と
認

識
し
て
お
り
、
親
し
み
あ
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
捉
え
て
い
る
。

教
育
長　

渦
吹
奏
楽
部
の
運
営
方
針

に
基
づ
き
顧
問
を
中
心
と
し
た
部
活

動
指
導
員
等
に
よ
る
指
導
で
運
営
し

て
い
る
。
現
時
点
で
配
置
の
予
定
は

な
い
が
、
全
て
の
部
活
動
が
持
続
的

吹
奏
楽
の
ま
ち
こ
だ
い
ら
を
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
推
進
す
べ
き

に
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

 
質
問　

臼
平
成　

年
度
に
行
っ
た
劣

２５

化
診
断
結
果
は
ど
う
か
。

　

渦
大
規
模
改
修
の
計
画
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
経
年
劣
化
で
の
汚
れ
や
傷

み
が
多
数
発
生
し
て
い
る
判
定
と
な

り
築　

年
ま
で
の
長
期
保
全
に
対
す

６０

る
修
繕
等
の
工
事
費
は
概
算
で
百
億

円
規
模
が
必
要
と
の
結
果
に
な
っ
た
。

　

渦
現
在
、
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

緊
急
性
が
高
く
改
修
や
更
新
が
必
要

な
設
備
等
の
予
算
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
近
隣
の
類
似
施
設
の
改
修
事
例

等
を
検
証
し
、
今
後
も
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

小
平
市
民
文
化
会
館
の
大
規
模

改
修
計
画
を
大
至
急
進
め
る
べ
き

 
※
１　

Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０

時
代
と
は

　

サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）

と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間（
現
実
空
間
）

を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
を
両
立
す
る
、
人
間
中

心
の
社
会
と
定
義
さ
れ
る
新
し
い

時
代
の
こ
と
。

※
２　

ス
ト
レ
ー
ナ
ー
と
は

　

吸
水
時
に
、
水
中
に
含
ま
れ
る

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

異
物
を
除
去
す
る
た
め
、
網
状
の

穴
を
通
し
て
ろ
過
す
る
装
置
の
こ

と
。

※
３　

ア
ン
ブ
ル
ボ
ー
ド
と
は

　

ア
ク
リ
ル
ボ
ー
ド
に
マ
ー
カ
ー

で
書
い
た
文
字
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
光
ら

せ
、
暗
所
で
視
覚
的
な
情
報
伝
達

を
可
能
と
す
る
災
害
時
の
情
報
伝

達
、
避
難
誘
導
用
具
の
こ
と
。

※
４　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
、

場
所
や
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
な
働
き
方
の
こ
と
。

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
議
会
中
継

　

本
会
議
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。
録
画

映
像
は
会
議
日
の
３
日
後
か
ら
配
信

を
開
始
し
、
次
の
定
例
会
の
前
日
ま

で
の
間
、
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

　

本
会
議
や
委
員
会
で
の
発
言
は
会

議
録
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
当
シ
ス
テ

ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
か
ら
発

言
内
容
を
検
索
で
き
ま
す
。

○
市
議
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
版

　

年
４
回
発
行
し
て
い
る
市
議
会
だ

よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
形
式
で
読

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 　

５
月
、
８
月
、　

月
、
２
月
の
年

１１

４
回
、
目
の
不
自
由
な
方
に
音
声
に

よ
る
市
議
会
だ
よ
り
（
カ
セ
ッ
ト
版

ま
た
は
デ
イ
ジ
ー
版
）
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
議
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

☎
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

 
　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX 音
声
市
議

音
声
市
議
会会

だ

よ

だ

よ

りり

山
田
大
輔
議
員
（
政
和
会
）

吹
奏
楽
の
ま
ち
こ
だ
い
ら
の
推
進
／

市
民
文
化
会
館
の
大
規
模
改
修
を
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請

願

請

願

請

願

　

９
月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
を
採
択
、
１
件

を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

　

採
択
し
た
請
願
は
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
、
意
見
書
欄
に
要
旨

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９

 　

我
が
国
に
お
い
て
夫
婦
が
同
じ
氏

を
称
す
る
夫
婦
同
氏
制
が
導
入
さ
れ

た
の
は
、
明
治　

年
で
あ
り
今
か
ら

３１

　

年
前
に
な
り
ま
す
。

１２１
　

平
成　

年
に
内
閣
府
が
公
表
し
た

３０

世
論
調
査
で
は
、
夫
婦
同
姓
も
夫
婦

別
姓
も
選
べ
る
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
導
入
に
賛
成
・
容
認
と
答
え
た

国
民
は
、　

・
９
％
と
な
り
反
対
の

６６

　

・
３
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と

２９が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
最
高
裁
判
所
は
、
夫

２７

婦
同
姓
制
度
は
合
憲
と
し
な
が
ら
も
、

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に

つ
い
て
十
分
な
国
会
審
議

を
求
め
る
意
見
書

同
時
に
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ

い
て
、
合
理
性
が
な
い
と
断
ず
る
も

の
で
は
な
い
と
言
及
し
、
制
度
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
国
会
で
論
じ
ら
れ
、

判
断
さ
れ
る
べ
き
と
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に

関
し
て
は
、
子
ど
も
の
姓
に
関
し
て

等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
す
る
中
、

時
間
を
か
け
て
慎
重
に
議
論
を
行
う

べ
き
と
す
る
世
論
調
査
の
結
果
も
あ

り
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
に
つ
い
て
十
分
に
審
議
す

る
よ
う
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大

臣
あ
て

 　

精
神
障
害
疾
病
は
誰
も
が
か
か
り

得
る
極
め
て
普
遍
的
な
疾
病
で
す
。

し
か
し
精
神
障
害
疾
病
患
者
は
、
こ

の
病
気
の
特
性
の
た
め
社
会
一
般
の

理
解
が
正
し
く
得
ら
れ
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

小
平
市
け
や
き
の
会
が
平
成　

年
３０

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
に
関
す
る
条
例
に

お
い
て
精
神
障
害
者
を

適
用
対
象
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

　

月
〜
平
成　

年
１
月
に
行
っ
た
小

１２

３１

平
市
在
住
も
し
く
は
小
平
市
支
援
事

業
所
利
用
者
の
生
活
状
況
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
１
か
月
の
収
入

　

万
円
以
下
の
方
の
比
率　
・
５
％
、

１０

５４

１
か
月
の
収
入　

万
円
以
下
の
た
め

１０

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
の
比
率

　

％
を
加
え
る
と
実
に　

・
５
％
の

２０

７４

方
が
収
入　

万
円
以
下
と
い
う
状
況

１０

に
あ
り
ま
す
。

　

前
記
の
ご
と
き
精
神
障
害
者
の
就

労
問
題
、
収
入
状
況
を
考
え
ま
す
と

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
に
お
い
て
身

体
、
知
的
障
害
者
同
様
に
精
神
障
害

者
を
適
用
対
象
と
し
て
い
た
だ
く
よ

う
求
め
る
も
の
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
、
次
の
事
項
を
求
め
ま
す
。

１　

東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
精
神
障
害

者
を
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
。

　

東
京
都
知
事
あ
て

請
願
第
２
号　

精
神
障
害
者
へ
の
小
平
市
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
の
支
給
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

閉
会
中
継
続
審
査
の
請
願
一
覧

意見書意見書意見書
９月定例会では２件の
意見書を可決し、関係
機関へ送付しました。
 （要旨）

　

現
在
、
市
で
は
令
和
３
年
度
か
ら

の
市
政
運
営
の
指
針
で
あ
る
第
四
次

長
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
基
本
構
想
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
調
査
・
審
査
を
行
う

た
め
に
９
月
定
例
会
初
日
に
小
平
市

第
四
次
長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

特
別
委
員
会
は
議
会
に
お
い
て
基
本

構
想
が
議
決
す
る
ま
で
継
続
し
ま
す
。
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美
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悦
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佐
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竹
井
よ
う
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橋
本　

孝
二

　
　

福
室　

英
俊　
　

細
谷　
　

正

　
　

水
口
か
ず
え　
　

山
田　

大
輔

　
　

幸
田　

昌
之

 
《
小
学
３
年
生
》

○　

月
４
日　

上
宿
小　

人

１０

５６

 　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
案
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
わ
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報

特
別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　
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小
平
市
小
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町
二
丁
目
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３
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FAX 議
場
見

議
場
見
学学

あ
と
が

あ
と
が
きき

市民と議会の意見交換会を
4会場で開催します

８月の意見交換会では多くのご意見をいただきました
ありがとうございました

日　時
８月４日（日）
午前10時〜正午
場　所
中央公民館２階　ホール
参加者数
41人

　意見交換の内容やいただいたご意見、アンケート結果については、
市議会ホームページ（https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）
のほか、市役所７階議会事務局でもご覧いただけます。

　今回は、９月定例会の報告を行ったのち、会場ごとに設定されたテ
ーマをもとに市民の皆さんと意見交換を行います。詳しい内容は以下
のとおりです。ご参加をお待ちしています。
 

費　用　無料
定　員　各会場40人程度　※当日直接会場へお越しください（先着順）。
その他　磁気ループ設置・手話通訳あります（申込不要）。
問合せ　議会事務局　042（346）9566

日時：11月４日（月）
　　　午前10時〜正午
場所：鈴木地域センター第一、第二集会室
担当：環境建設委員会班

みんなで考える　みちづくり・まちづくり
〜あかしあ通りグリーンロード化について〜

日時：11月４日（月）
　　　午後２時〜４時
場所：花小金井北地域センター第一、第二集会室
担当：総務委員会班

ICTの利活用による
小平の未来のかたち

日時：11月11日（月）
　　　午後７時〜９時
場所：小川町一丁目地域センター集会室１・２
担当：生活文教委員会班

住みたい・行きたい・買ってみたい
〜人と店が集まる街こだいらへ〜

日時：11月５日（火）
　　　午後７時〜９時
場所：小川公民館ホール
担当：厚生委員会班

み ん な で 考 え る
「 健 幸 こ だ い ら 」

▲当日の様子

 

１８日　東京市町村総合事務組合議会臨時会
２２日　湖南衛生組合議会臨時会
２３日　三多摩上下水及び道路建設促進協議

会第２委員会
２４日　東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 多摩六都科学館組合議会臨時会
 野火止用水保全対策協議会
２６日　昭和病院企業団議会臨時会
 東京たま広域資源循環組合議会臨時会
２９日　三鷹・立川間立体化複々線促進協議会
 多摩地域都市モノレール等建設促進

協議会
 多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
３０日　三多摩上下水及び道路建設促進協議

会第１委員会
３１日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
 

４日　市民と議会の意見交換会
６日　三多摩上下水及び道路建設促進協議

会第３委員会
７日　東京河川改修促進連盟総会及び促進

大会
９日　立川市議会議員視察来庁（コミュニ

ティバス・コミュニティタクシーに
ついて）

１９日　総務委員会
２０日　生活文教委員会（豊島区視察）
２１日　厚生委員会（市内視察）
２２日　環境建設委員会（東大和市視察）
２３日　幹事長会議
２９日　議会運営委員会

7月

8月

 

３日　９月定例会初日
４日　９月定例会２日目（一般質問）
５日　９月定例会３日目（一般質問）
６日　９月定例会４日目（一般質問）
１０日　総務委員会
１１日　生活文教委員会
１２日　厚生委員会
１３日　環境建設委員会（市内視察あり）
１７日　広聴広報特別委員会
１８日　都市基盤整備調査特別委員会
１９日　公共施設マネジメント調査特別委員会
２４日　幹事長会議
２５日　議会運営委員会
２６日　小平市第四次長期総合計画基本構想

特別委員会
３０日　９月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
 

３日　東京都四市競艇事業組合議会行政視
察（宮城県黒川郡大郷町、柴田郡川
崎町　４日まで）

 東京市町村総合事務組合議会行政視
察（滋賀県大津市、京都府京都市　
４日まで）

 千葉県八千代市議会議員視察来庁
（コミュニティバス運行事業につい
て）

１５日　一般会計決算特別委員会（１７日まで）
 東京都道路整備事業推進大会
１６日　東京市町村総合事務組合議会
１８日　特別会計決算特別委員会
２１日　広聴広報特別委員会

9月

10月

7月18日～10月21日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

第
四
次
長
期
総

第
四
次
長
期
総
合合

計
画
基
本
構

計
画
基
本
構
想想

特
別
委
員
会
を
設

特
別
委
員
会
を
設
置置
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